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　雨にうたれて咲くあじさいの花はみずみ
ずしいと思います。でも多くの植物は、太
陽に向かって伸びます。人もまたよろこび
の方向に伸びていきます。
　先日偶然、登校中にどこかで拾ったので
しょう。空き缶を市役所の玄関横の缶入れ
に入れる、小学校の高学年の子どもを見掛
けました。とても嬉しい気分になりました。
ところがそれを見ておられたのでしょうか。
おじいさんがこの子に近寄って、「おお感
心じゃ。あんたのおかげで、水俣はまた美
しゅうなったばい。ありがとうな」。この
言葉によろこびが倍増しました。彼は軽や
かに駆けていきました。彼の心の中が想像
できます。認められ、ほめられることが、
よろこびにつながり次への意欲につながる
のは、子どもも大人も同じことです。人を
認め、ほめる言動が薄れてきているように
思います。
　ある学校の美術の先生で、いつも全国の
絵画展で必ず上位入賞をさせる名物先生が
いました。どうしてだろうと聞いてみると、
たいしたことはしていない、ただ、決して
子どもの作品をけなさないそうです。たと
え乱暴な描き方をしている子がいても、
「もっと丁寧に描きなさい」などと決して
言わないそうです。「君の絵はすごくダイ
ナミックだ」と、まずは良さを表現する言
葉から入るそうです。そこには心を乗せる
必要があることは間違いありません。
　愛情の裏返しは憎しみでなく無関心とも
聞きます。認められ、ほめられる喜びを、
たくさん経験できるまちにしたいものです。
　この少年は、きっと人を大切にする大人
に育つはずです。

水俣市役所は環境管理の国際規格であるISO14001を自己宣言しています。市役所で使用する紙はリサイクルに努めるとともに、再生紙の使用を推進しています。
「広報みなまた」に使用している紙もリサイクルできます。各家庭でのご協力をお願いします。

※「地のもん」とは地元食材をふんだんに
　使った料理や加工品のこと。各店自慢
　の味を毎月紹介しています。

天宝閣
水俣チャンポン

湯出七滝のひとつ大滝。
座頭滝・のれん滝・小滝・赤水滝・唐滝・
大滝・箱滝をめぐる遊歩道が整備されて
おり（一部除く）、森林浴しながら滝と出
会える散策に心も体もリフレッシュ。
とめどなく流れ落ちる水は正に諸行無常、
苔むした岩に座り、ただ眺めているだけで、
すべてが洗い流されるようです。

未来の水俣に
　　　残したい風景
未来の水俣に
　　　残したい風景
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３
、総
合
経
済
対
策
の
推
進

　
総
合
経
済
対
策
室
を
中
心
に
、地

域
の
経
済
振
興
と
雇
用
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

４
、水
俣
の
将
来
展
望
の
明
確
化

　
第
５
次
水
俣
市
総
合
計
画
、水
俣

芦
北
地
域
振
興
計
画
を
ベ
ー
ス
に
し

な
が
ら
、水
俣
病
被
害
者
救
済
が
進

む
中
で
、水
俣
病
問
題
の
真
の
解
決
と

地
域
振
興
、将
来
展
望
に
つ
い
て
の
検

討
を
行
い
ま
す
。

５
、少
子
化
対
策
と
、高
齢
者

や
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り

　
子
ど
も
手
当
や
小
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、交
通
空
白
地
帯
へ
の
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど
、地
域
福
祉
の

モ
デ
ル
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

平
成
22
年
度 

施
政
方
針

　
２
期
目
と
な
る
４
年
間
は
、
市
民

の
皆
様
が
「
真
の
豊
か
さ
を
享
受
で

き
る
ま
ち
」、「
安
心
し
て
住
め
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
市
民
の
目
線
、

弱
者
の
視
点
に
立
っ
た
市
政
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。

《
市
政
運
営
の
基
本
方
針
》

　
本
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針

と
し
て
、５
つ
の
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

１
、環
境
政
策
か
ら
地
域
経
済

の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出

　
環
境
を
市
政
運
営
の
基
軸
に
据
え

な
が
ら
、経
済
の
活
性
化
が
す
な
わ
ち

雇
用
に
結
び
つ
く
施
策
を
展
開
し
、

「
環
境
で
飯
が
食
え
る
こ
と
を
市
民
が

実
感
で
き
る
経
済
政
策
」を
推
進
し

ま
す
。

２
、環
境
モ
デ
ル
都
市
の
推
進

　
国
か
ら
認
定
さ
れ
た
環
境
モ
デ
ル

都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
具
体
化
を

進
め
、市
民
の
理
解
と
参
加
を
高
め

る
と
と
も
に
、環
境
首
都
の
称
号
を

獲
得
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

平成22年度
施政方針

特集

平成22年第２回水俣市議会定例会の開会にあたり、宮本市長が
所信表明の中で平成22年度施政方針を示しました。
平成22年第２回水俣市議会定例会の開会にあたり、宮本市長が
所信表明の中で平成22年度施政方針を示しました。

執務中の宮本勝彬市長
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エコパーク水俣バラ園

エコハウス（月浦）みなまた新鮮市（毎月第４土曜日）

放流事業
サラたまちゃん祭り

平成22年度
施政方針

《
主
要
事
業
》

１
、地
域
経
済
の
活
性
化

地
域
経
済

●
総
合
経
済
対
策
室
を
中
心
と
し
た

地
域
経
済
に
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
の
実
施

●
基
金
等
に
よ
る
支
援
で
、地
場
企
業

の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大

企
業
誘
致

●
進
出
し
や
す
い
助
成
措
置
の
実
施

●
福
祉
産
業
や
医
療
リ
ハ
ビ
リ
関
連

な
ど
の
誘
致
推
進観

　
光

●
湯
の
児
・
湯
の
鶴
温
泉
の
お
も
て
な

し
研
修
実
施

●
エ
コ
パ
ー
ク
、バ
ラ
園
、元
気
村
、薩

摩
街
道
、徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
、桜
並
木
、

環
境
教
育
旅
行
な
ど
、地
域
資
源
の
活

用

●
水
俣
に
来
て
、泊
ま
っ
て
い
た
だ
け

る
観
光
の
強
化

●
国
の
補
助
を
活
用
し
た
観
光
拠
点

整
備

商
　
業

●
商
店
街
を「
バ
ラ
の
花
通
り
」に

●「
い
き
い
き
商
店
街
づ
く
り
」「
ス

ウ
ィ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
」や「
こ
ん
ま

ん
ま
で
委
員
会
」の
活
動
支
援

２
、水
俣
病
問
題
の
解
決
と
環

境
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り

水
俣
病
問
題
の
解
決

●
新
た
な
救
済
策
に
よ
る
被
害
者
支

援●
被
害
者
や
そ
の
ご
家
族
の
安
心
し

た
暮
ら
し
の
確
保

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
推
進

●
国
の
支
援
に
よ
る「
エ
コ
ハ
ウ
ス
モ
デ

ル
事
業
」や「
自
転
車
共
同
利
用
シ
ス

テ
ム
」、「
学
校
エ
コ
改
修
と
環
境
教
育

事
業
」な
ど
の
継
続
実
施

●
太
陽
光
発
電
の
地
元
業
者
へ
の
発

注
優
遇

●
公
共
施
設
へ
の
新
エ
ネ
設
備
や
電
気

自
動
車
の
導
入

●
環
境
首
都
の
称
号
獲
得

●
み
な
ま
た
環
境
大
学
立
地
調
査

３
、農
林
水
産
業
の
振
興

農
　
業

●
柑
橘
類
や
サ
ラ
ダ
た
ま
ね
ぎ
、お
茶

な
ど
、特
産
品
の
生
産
効
率
や
品
質
の

向
上

●
新
規
特
産
品
の
開
発

●「
道
の
駅
み
な
ま
た
」や「
み
な
ま
た

新
鮮
市
」な
ど
、直
売
所
の
整
備

●
農
業
機
械
の
共
同
利
用
や
集
落
営

農
組
織
づ
く
り
推
進

●
高
齢
化
等
に
よ
る
労
力
不
足
を
補

う
た
め
の
営
農
づ
く
り

●
農
道
や
水
路
の
簡
易
な
維
持
補
修

に
材
料
支
給

●「
み
な
ま
た
遊
休
農
地
エ
コ
推
進
協

議
会
」の
活
動
促
進

●「
み
な
ま
た
農
地
バ
ン
ク
」の
設
置

●
深
川
地
区
と
薄
原
・
桜
野
地
区
の

「
ほ
場
整
備
」

水
産
業

●
海
藻
の
森
構
想
に
よ
る
海
藻
類
の

有
効
活
用
等
へ
の
支
援

●
放
流
事
業
に
よ
る
水
産
資
源
の
確

保
と
漁
業
振
興
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認知症サポーター養成講座（袋中）

市こどもセンター（陣内）

みなよむ号（市立図書館）地域を守る消防団

第５次水俣市総合計画

平成22年度
施政方針

林
　
業

●
補
助
事
業
を
活
用
し
た
林
業
活
性

化●
森
林
の
持
つ
水
源
涵
養
、災
害
防
備

等
の
機
能
促
進

４
、医
療
・
福
祉
の
充
実

医
　
療

●
地
方
公
営
企
業
法
適
用
後
も
、総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
実
施

福
　
祉

●
認
知
症
高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
と
介
護
施
設
の
整
備

●
さ
ら
な
る
障
が
い
者
福
祉
の
質
の
向

上

健
　
康

●
集
団
健
診
の
回
数
増

●
市
が
実
施
す
る
乳
ガ
ン・
子
宮
ガ
ン

検
診
の
無
料
化

●
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
の
た
め

の
保
健
指
導
強
化

子
育
て
支
援

●
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
枠
を
拡
大

●
小
学
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化５
、暮
ら
し
や
す
い
生
活
づ
く

り

教
　
育

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
22
名
に

拡
充

●
中
学
校
の
円
滑
な
再
編
成

●
学
校
施
設
の
早
期
の
耐
震
化
工
事

●
第
一
中
学
校
に
お
け
る
エ
コ
改
修

●
市
内
環
境
教
育
事
業
の
推
進

●
各
小
中
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
促
進

文
化
・ス
ポ
ー
ツ

●「
み
な
ま
た
環
境
絵
本
大
賞
事
業
」

の
継
続
実
施

●「
動
く
絵
本
館
み
な
よ
む
号
」の
活

用●
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

●
来
年
９
月
に
迫
っ
た
県
体
地
元
開

催
に
向
け
た
選
手
強
化
等

生
活
環
境
整
備

●
消
防
設
備
と
自
主
防
災
組
織
活
動

の
充
実

●
交
通
空
白
地
帯
に
お
け
る
乗
合
タ

ク
シ
ー
事
業
ス
タ
ー
ト

●
お
れ
ん
じ
鉄
道
新
駅
を
設
置
検
討

●
牧
ノ
内
・
大
迫
線
の
改
良

●
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
開
通

に
向
け
た
将
来
の
道
路
計
画
策
定

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

の
推
進

●
簡
易
水
道
の
上
水
道
化

●
市
営
白
浜
団
地
の
５
号
棟
建
設

●
市
営
牧
ノ
内
団
地
の
建
替
基
本
設

計●
エ
コ
ハ
ウ
ス
に
よ
る
環
境
共
生
型
住

宅
の
需
要
の
創
出

●
地
域
住
民
の
主
体
的
な
関
わ
り
を

目
指
す
自
治
力
向
上
支
援

《
行
財
政
改
革
》

●
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

く
、さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

●
第
５
次
水
俣
市
総
合
計
画
に
基
づ

く
、「
人
が
行
き
か
い
、ぬ
く
も
り
と
活

力
あ
る
環
境
モ
デ
ル
都
市
」の
実
現

《
終
わ
り
に
》

 

こ
れ
か
ら
も
、水
俣
の
明
る
い
展
望
へ

向
け
て
、一
歩
一
歩
前
進
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

得
、お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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市
は
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で
６
月
６
日
、

石
原
和
幸
さ
ん
の
講
演
会
と
庭
造
り

実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
石
原
さ
ん
は「
英
国
チ
ェ
ル
シ
ー
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ー
」で
平
成
18
年
か
ら
３
年

連
続
金
賞
を
受
賞
し
た
世
界
的
な
庭

師
。前
日
か
ら
水
俣
を
訪
れ
寒
川
水
源

な
ど
を
視
察
、「
水
俣
の
環
境
の
良
さ
が
、

全
国
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
。商
店
街
の
壁
面
緑
化
な
ど
、新

た
な
取
り
組
み
を
行
え
ば
、地
域
活
性

化
へ
つ
な
が
る
の
で
は
」と
話
し
ま
し
た
。

　
市
社
会
福
祉
事
業
団
は
６
月
24
日
、

わ
く
ワ
ー
ク
み
な
ま
た
５
周
年
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
わ
く
ワ
ー
ク
み
な
ま
た
は
、知
的
障

が
い
者
通
所
授
産
施
設
と
し
て
水
俣
産

業
団
地
内
に
平
成
17
年
に
設
立
。利
用

者
が
地
域
の
中
で
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
生
活
・
職
業
訓
練
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。利
用
者
が
働
い
て
工
賃
を

得
る
、自
主
事
業
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
と
福
祉
を
融
合
さ

せ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
熊
本
県
建
設
促
進
期
成
会（
会
長

宮
本
水
俣
市
長
）の
総
会
が
５
月
21
日
、

も
や
い
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
八
代
以
南
の
２
市
２
町
の

首
長
と
議
長
、県
議
会
議
員
や
熊
本
県

等
が
出
席
、今
後
の
事
業
計
画
へ
の
意

見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。芦
北

出
水
道
路
の
早
期
開
通
に
向
け
て「
国

に
地
元
の
熱
意
を
し
っ
か
り
と
伝
え

る
」た
め
の
要
望
活
動
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

西
回
り
道
の
早
期
開
通
を
め
ざ
し
て

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道 

建
設
促
進
総
会 

環
境
と
福
祉
の
融
合
を
実
践

わ
く
ワ
ー
ク
み
な
ま
た
５
周
年
記
念
式
典

世
界
一
の
庭
師
が
デ
ザ
イ
ン

石
原
和
幸
講
演
会
＆
庭
造
り
実
演
会

市政
ニュース
市政
ニュース

▲庭造り実演でアドバイスする石原和幸さん
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花
と
緑
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ

第
38
回
花
い
っ
ぱ
い
運
動

市
民
の
足
、利
用
者
50
万
人
達
成

み
な
く
る
バ
ス
全
線
利
用
者
50
万
人

　
市
は
５
月
28
日
、水
俣
市
駅
前
ふ
れ

あ
い
広
場
で
花
の
苗
を
無
料
配
布
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、菊
花
同
好
会
や
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
連
合
会
か
ら
提
供

さ
れ
た
苗
な
ど
約
４
千
本
を
水
俣
市

地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
の
協
力
で

市
民
に
配
っ
た
も
の
で
す
。開
始
前
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
が
並
び
、用
意
さ
れ

た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど

の
苗
は
あ
っ
と
い
う
間
に
配
り
終
え
ら

れ
ま
し
た
。前
日
に
は
約
５
千
200
本
が

市
内
団
体
な
ど
に
も
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
月
31
日
、医
療
セ
ン
タ
ー
前
で
み

な
く
る
バ
ス
50
万
人
達
成
記
念
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
み
な
く
る
バ
ス
は
平
成
15
年
か
ら
産

交
バ
ス
に
よ
る
運
行
を
開
始
し
、現
在

で
は
５
路
線
を
運
行
、順
調
に
乗
車
率

が
増
加
し
て
い
ま
す
。ラ
ッ
キ
ー
な
50

万
人
目
の
乗
客
と
な
っ
た
前
田
い
つ
子

さ
ん（
深
川
）は
、宮
本
市
長
か
ら
花
束

を
手
渡
さ
れ
、「
い
つ
も
通
勤
に
使
っ
て

い
ま
す
。（
突
然
の
こ
と
で
）び
っ
く
り
し

ま
し
た
」と
喜
び
ま
し
た
。

　

　
A
L
T
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
と
マ
シ
ュ
ー

の
ア
メ
リ
カ
的
男
女
共
同
参
画
講
座
が

６
月
19
日
、市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
に
英
語
の
教

師
と
し
て
働
い
て
い
る
二
人
は
結
婚
３

年
目
。料
理
や
ゴ
ミ
捨
て
、買
い
物
、洗

濯
な
ど
の
家
事
は
二
人
で
一
緒
に
こ
な

し
ま
す
。ど
ち
ら
か
が
疲
れ
て
い
る
と

き
は
、お
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
し
あ
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
友
情
」と
話
す
二
人
、

「
何
事
も
一
緒
で
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
大
事
」と
微
笑
み
ま
し
た
。

お
互
い
の
サ
ポ
ー
ト
で
家
庭
円
満

　
ア
メ
リ
カ
的
男
女
共
同
参
画
講
座
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ま
ち
の

　
　わ
だ
い

ま
ち
の

　
　わ
だ
い

　
５
月
29
日
か
ら
30
日
、エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
で
み
な
ま
た
未
来
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
、約
３
万
人
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。29
日
の

み
な
ま
た
恋
路
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

前
日
祭
に
は
お
笑
い
芸
人
の
皆
さ

ん
が
出
演
し
笑
い
で
観
客
を
盛
り

上
げ
、そ
の
後
の
未
来
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
中
村
あ
ゆ
み
さ
ん
、辛
島
美
登

里
さ
ん
、か
り
ゆ
し
58
の
皆
さ
ん
、

野
口
五
郎
さ
ん
な
ど
に
よ
る
演
奏

に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
30
日
は
初
恋
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
10
組
が
自
作
の
曲
を
演

奏
し
た
後
、R
S
P
と
か
り
ゆ
し
58

の
皆
さ
ん
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
熱
気
あ
ふ
れ
る
演
奏
に
観

客
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。同
時

開
催
の
み
な
ま
た
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
み
な
ま
た
物
産
展
も
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

熱気に包まれた２days!!
みなまた未来コンサート～海恋物語第四章～＆

みなまた恋路島フェスティバル

▲村下孝蔵さんのヒット曲「初恋」を演奏
する「かりゆし58」と「RSP」の皆さん（5/30）

▲港フェスティバルの乗船体験（5/29）

▲物産展も賑わいました（5/29・30）

8
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南
極
の
氷
に
興
味
津
々

 

南
極
観
測
船
し
ら
せ
乗
員 

学
校
訪
問

　
水
俣
の
命
と
水
を
守
る
市
民
の

会（
坂
本
ミ
サ
子
会
長
）が
５
月
25

日
、市
役
所
を
訪
問
し
産
廃
阻
止

運
動
の
経
過
を
ま
と
め
た
記
録
誌

の
完
成
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
坂
本
会
長
が「
運
動
に
参
加
し

た
人
の
気
持
ち
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
」と
記
録
誌
を
手
渡
す
と
、市
長

は「
こ
の
市
民
の
力
を
水
俣
づ
く
り

に
活
か
し
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。記
録
誌
千
部
は
約
800

人
の
会
員
と
希
望
者
に
配
布
し
た

た
め
残
り
わ
ず
か
。連
絡
先
は
坂
本

さ
ん（
☎
62
ー
４
５
０
５
）ま
で
。

　
竹
林
園
の
休
憩
所
近
く
に
植
え

ら
れ
て
い
る「
ナ
シ
タ
ケ（
メ
ロ
カ
ン

ナ
属
）」と
い
う
イ
ン
ド
原
産
の
竹

が
実
を
つ
け
ま
し
た
。

　
こ
の
竹
は
、48
年
の
周
期
で
花
が

咲
き
、竹
の
仲
間
で
は
世
界
で
最

も
大
き
な
実
を
つ
け
る
と
い
い
ま

す
。日
本
で
は
数
少
な
い
こ
の
竹
、

実
を
つ
け
た
後
枯
れ
て
し
ま
う
そ

う
で
、竹
林
園
で
は
、こ
の
実
を
発

芽
さ
せ
て
次
世
代
の
竹
を
植
え
る

予
定
で
す
。こ
の
珍
し
い
竹
の
実
、

実
物
を
見
に
、竹
林
園
に
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

結
束
の
き
ず
な
を
記
録

産
廃
阻
止
運
動
記
録
誌
「
絆
」

と
も
し
続
け
る
文
芸
の
灯

郷
土
文
化
誌
「
千
鳥
巣
」
百
号
発
行

48
年
に
一
度
の
不
思
議
!?

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
竹
林
園
「
実
が
な
る
竹
」

　
５
月
27
日
、海
上
自
衛
隊
の
中

岡
玄
太
さ
ん（
梅
戸
町
出
身
）が
湯

出
中
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
中
岡
さ
ん
は
、南
極
観
測
船「
し

ら
せ
」の
乗
員
で「
南
極
の
氷
を
水

俣
の
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
、実
際
に

触
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
持
ち
帰
っ

た
南
極
の
氷
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。氷
は

２
千
年
以
上
前
の
も
の
で
、氷
の
中

の
気
泡
に
は
太
古
の
空
気
が
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
る
と
説
明
を
受
け
、

生
徒
ら
は
興
味
深
そ
う
に
氷
に
触

れ
、気
泡
が
は
じ
け
る
プ
チ
プ
チ
と

し
た
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
水
俣
芦
北
文
化
誌
の
会（
田
村

義
一
代
表
）は
通
算
100
号
目
と
な
る

郷
土
文
化
誌「
千
鳥
巣
」を
発
行
し

ま
し
た
。

　
千
鳥
巣
は
昭
和
50
年
の
第
１
号

発
刊
か
ら
35
年
目
を
迎
え
、約
300

人
の
会
員
が
在
籍
、会
員
な
ど
か

ら
集
ま
っ
た
随
筆
や
紀
行
、俳
句
、

短
歌
な
ど
を
年
３
回
発
行（
定
価

600
円
）し
て
い
ま
す
。田
村
代
表
は

「
編
集
員
と
書
き
手
に
、若
い
力
を

募
集
し
て
い
ま
す
」と
次
号
も
意

欲
満
々
。購
読
・
応
募
な
ど
は
、田

村
さ
ん（
☎
62
ー
４
５
９
７
）ま
で
。千鳥巣100号を手にする編集部の皆さん

学名：メロカンナ・バクシフェラ



22
年
度
水
俣
市
の
予
算
は

一
般
会
計
127
億
１
千
439
万
円

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
２
月
に
市
長
選
挙
が
行
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
新
規
の
施
策
等

を
見
送
り
、
ま
た
、
政
策
的
経
費

を
抑
え
、
経
常
的
経
費
な
ど
を
中

心
と
し
た
「
骨
格
予
算
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
の
定
例
市
議
会
で
は
、
こ

の
「
骨
格
予
算
」
に
政
策
的
経
費

な
ど
「
骨
格
予
算
」
で
は
計
上
し

な
か
っ
た
経
費
を
追
加
す
る
「
肉

付
け
予
算
」
が
可
決
さ
れ
、
こ
れ

で
平
成
22
年
度
に
取
り
組
む
事
業

の
予
算
が
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　

肉
付
け
予
算
で
は
、
中
尾
山
公

園
ス
カ
イ
ロ
ー
ド
建
設
工
事
（
約

６
千
万
円
）
な
ど
の
投
資
的
な
経

費
の
ほ
か
、
特
別
教
育
支
援
員
の

増
員
や
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
事

業
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
予
算
総

額
は
平
成
21
年
度
当
初
予
算
よ

り
約
７
千
万
円
（
0.6
％
）
多
い
、

127
億
１
千
439
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課
☎
61
ー

１
６
０
８

分担金及び
　　負担金
使用料及び
　　手数料
財産収入
寄附金
繰越金

歳 入

市税
自主財源
29.21％

依存財源
70.79％

諸収入
繰入金
その他

地方交付税

国庫
支出金
国庫
支出金

県支出金

市債

各種
交付金等

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

歳 

入
歳 

出

歳 出

総務費

民生費

衛生費

土木費

議会費災害復旧費・予備費

消防費

商工費

農林水産業費

公債費
教育費

【歳出】　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：千円） 【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：千円）
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予
算
予
算

項　目

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

災害復旧費

予備費

歳出合計

予算総額

161,286

1,592,369

4,724,766

1,660,466

344,778

345,087

1,307,277

349,917

850,230

1,341,820

21,395

15,000

12,714,391

構成比（％）

1.27

12.52

37.16

13.06

2.71

2.71

10.28

2.75

6.69

10.56

0.17

0.12

100.00

肉付け予算

△ 560

56,886

103,292

74,491

88,789

33,632

298,869

0

48,979

0

21,376

0

725,754 

自
　
主
　
財
　
源

依
　
存
　
財
　
源

項　目　　　　　　 肉付け予算      予算総額     構成比(％)
2,782,922
366,572
161,210
154,906
177,288
71,270
52
1

3,714,221
4,800,000
1,724,439
1,379,782
625,600
136,001
10,000
1,000
1,000

250,000
8,000
36,000
24,000
4,348

9,000,170
12,714,391

21.89
2.88
1.27
1.22
1.39
0.56
0.00
0.00
29.21
37.76
13.56
10.85
4.92
1.07
0.08
0.01
0.01
1.97
0.06
0.28
0.19
0.03
70.79
100.00

市税
諸収入
繰入金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
計

地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金

交通安全対策特別交付金
計

歳入合計

0
81,798
128,117
3,775
52

48,361
0
0

262,103
0

139,994
192,557
131,100

0
0
0
0
0
0
0
0
0

463,651
725,754



Information
行政相談は毎月 10・25 日
総務課☎ 61-1603

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

公債費

教育費

57,226 円

169,797 円

59,673 円

12,391 円

12,402 円

46,980 円

12,575 円

30,555 円

48,222 円

選挙・戸籍・徴税・まちづくりなどに

高齢者・障がい者・児童の福祉などに

廃棄対策・環境保全・保健衛生などに

農林水産業の振興のために

商工業の振興のために

道路・公園・住宅の整備などに

消防活動・防災などに

教育・スポーツ振興・文化財保護などに

借入金の返済のために

★公共交通体系の再編成を行います
★地上デジタル放送の難視地域解消と普及促進を行います
★コミュニティ施設の整備を助成します

★子育て支援の強化や保育所整備の助成を実施します
★障がい者の自立支援を促進します
★介護施設の整備や人材育成を支援します

★乳幼児医療費の助成対象を小学６年生まで拡充します
★公共施設及び民間の太陽光発電システム等の設置を促進します
★環境首都称号の獲得を目指します

★集落営農組織（久木野まるごと農場）の立ち上げを支援します
★環境保全型農業（生分解マルチの導入）を支援します
★森林の間伐を支援し、間伐材の利用を促進します

★空き旅館を活用し、湯の鶴地区の観光客誘致を図ります
★ネット通販により地元特産品の販路を拡大します
★バラの花通りづくりを通じ、商店街の活性化を図ります

★中尾山線の道路を改良します
★都市再生整備事業（公園整備等）に着手します
★住宅、建築物耐震改修促進計画を策定します

★消防団活動を支援します
★消防車両の更新を進めます
★自主防災組織の育成を進めます

★小・中学校の施設の耐震化を進めます
★学校への特別支援教育支援員を増員します
★図書ボランティアを各学校へ配置します

市民１人に使われるお金は 456,925 円です
※一般会計予算額を平成 22 年３月末の人口 27,826 人で割った額です

◎一般会計以外の予算の状況

　　   会  計  区  分

国民健康保険事業

老人保健

後期高齢者医療

介護保険

公共下水道事業

　　      予　算　額

　　　　41 億 8,870 万円

　　　　　　　  801 万円

                    3 億 8,830 万円

                  27 億 2,850 万円

                  16 億 5,017 万円

　　   会  計  区  分

水道事業（収益的支出）

　　　　  （資本的支出）

病院事業（収益的支出）

　　　　  （資本的支出）

　　      予　算　額

　　　　   3 億 9,557 万円

　　　　   1 億 8,852 万円

                  62 億 7,038 万円

                    7 億 3,698 万円

【特別会計】89億 6,368 万円 【企業会計】75億 9,145 万円

広報みなまた2010.7.111
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父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自

立
を
支
援
す
る
た
め
、
８
月
１
日

か
ら
父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
ま
す
。
手
当
を
受

給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す

る
方
は
期
限
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

　

次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
子

ど
も
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど

も
。
障
が
い
児
の
場
合
に
は
20
歳

未
満
）
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の
子

ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
る
場
合

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
（
離

　

婚
等
）
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の

　

状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

　

子
ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄

　

し
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
１
年

　

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど

　

も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

※
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
、
受
給
資
格
者
が
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

所
得
限
度
額

　

本
人
と
扶
養
義
務
者
（
同
一
生

計
の
直
系
血
族
と
兄
弟
姉
妹
）
な

ど
の
前
年
の
所
得
が
次
の
所
得

限
度
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の

年
度
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま

で
）
は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
額

　

受
給
資
格
者
が
監
護
・
養
育
す

る
子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者

の
所
得
な
ど
に
よ
り
決
め
ら
れ

ま
す
。

●
児
童
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給
↓
４
万
千
720
円

　

一
部
支
給
↓
４
万
千
710
円
〜

　

               

９
千
850
円

●
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

　

２
人
目
５
千
円
、
３
人
目
以
降

　

１
人
に
つ
き
３
千
円

申
請
期
間　

７
月
１
日
㈭
〜

※
通
常
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支

給
し
ま
す
が
、
経
過
措
置
と
し
て

７
月
31
日
ま
で
に
す
で
に
父
子

家
庭
と
し
て
の
支
給
要
件
に
該

当
し
て
い
る
方
は
、
11
月
30
日
ま

で
に
申
請
を
す
れ
ば
８
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
（
11
月
30
日
を

過
ぎ
る
と
申
請
の
翌
月
か
ら
の

支
給
に
な
り
ま
す
）。
最
初
の
支

払
い
は
12
月
で
、
８
月
分
か
ら
11

月
分
ま
で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

手
続
方
法

　

支
給
要
件
に
よ
り
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
は
本
人
が
直
接
窓

口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
代
理
や

郵
送
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て

支
援
係
☎
61
ー
１
６
６
０

保
健
手
帳
の
申
請
受
付

締
切
間
近
で
す

　　

県
が
実
施
し
て
い
る
水
俣
病

総
合
対
策
医
療
事
業
に
お
い
て
、

平
成
17
年
か
ら
交
付
さ
れ
て
い

る
保
健
手
帳
（
青
い
手
帳
）
の
申

請
受
付
が
７
月
31
日
に
終
了
し

ま
す
（
当
日
消
印
有
効
）。

　

ま
た
、
す
で
に
保
健
手
帳
を
お

持
ち
の
方
が
、
今
後
も
療
養
費

の
み
の
給
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、
水
俣
病
被
害
者
手
帳
へ
の
切

替
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
「
水

俣
病
被
害
者
手
帳
の
切
替
申
請

書
」
を
７
月
末
を
め
ど
に
県
庁
か

市
役
所
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
１
日
か
ら
開
始
し

た
救
済
措
置
（
一
時
金
、
療
養
手

当
、
療
養
費
）
の
申
請
は
、
期
限

が
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
す
で

に
水
俣
病
被
害
者
手
帳
を
受
領

し
た
後
は
、
救
済
措
置
へ
の
申
請

へ
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
県
ま
た
は
市
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
環
境
生
活
部

水
俣
病
保
健
課
☎
096
ー
333
ー

２
３
０
６
・
市
水
俣
病
救
済
相
談

窓
口
☎
63
ー
３
１
５
５

扶養親族
等の人数

０人

１人

２人

３人以上

本　人

全部支給される方 一部支給される方

190,000 円

570,000 円

950,000 円

1,920,000 円

2,300,000 円

2,680,000 円

扶養義務者等

2,360,000 円

2,740,000 円

3,120,000 円

１人増すごとに 380,000 円加算

※本人所得から社会保険料控除８万円のほか医療費控除等が控除されますので詳しくはお尋ねください

育
児
育
児

水
俣
病

水
俣
病
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総
合
検
診
・
複
合
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
も
10
月
か
ら
、
下
表
の

と
お
り
、
総
合
検
診
・
複
合
検
診

（
特
定
健
診
・
が
ん
健
診
）
を
実

施
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
７
月
中
旬
以
降

に
、
申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
申

込
書
に
受
診
希
望
の
有
無
、
受
診

し
な
い
場
合
は
理
由
の
欄
に
○

を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

10
月
中
旬
〜
11
月

上
旬
（
予
定
）

締
切
日　

７
月
25
日
㈰

問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
62
―
３
０
２
８

※
受
診
日
ま
で
に
社
会
保
険
な

ど
に
加
入
し
た
方
、
妊
産
婦
、
施

設
な
ど
に
入
所
中
の
方
、
６
カ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
方
、
国
保
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
対

象
外
で
す
。

対
象
者
は
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　　

５
月
１
日
号
の
市
報
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
日
本
脳
炎

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
平
成
17
年

５
月
か
ら
旧
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

接
種
後
の
「
急
性
散
在
性
脳
脊
髄

炎
」
の
発
生
に
因
果
関
係
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
は
自
治
体

に
対
し
積
極
的
な
接
種
を
勧
め

な
い
よ
う
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
次
に
該
当
す
る
方
に

限
り
、
今
回
接
種
を
お
勧
め
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象　

平
成
22
年
度
に
お
い
て

は
、
接
種
日
に
３
歳
以
上
４
歳
未

満
の
子
ど
も
（
１
期
初
回
の
２
回

の
み
）

※
今
年
度
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
が
不
足
す
る
た
め
、
こ
の
年
齢

に
限
り
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

接
種
方
法　

６
〜
28
日
の
間
隔

で
２
回
（
新
ワ
ク
チ
ン
使
用
）

接
種
料
金　

１
回
千
500
円

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳
・
予
診

票※
予
診
票
は
４
カ
月
児
健
診
時

に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
が
、
紛
失

し
た
方
、
転
入
な
ど
で
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所　

下
表
参
照
。
必
ず
電

話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
注
意
事
項

　

平
成
17
年
以
降
、
積
極
的
な
受

診
を
お
勧
め
し
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
接
種
機
会
を
逃
し
た
方

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況
を
考

慮
し
、
あ
ら
た
め
て
方
針
が
出
さ

れ
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
62
―
３
０
２
８

　　　　　医療機関名
谷山医院
深水医院
本田レディースクリニック
市川内科クリニック
宮竹小児科医院
たなか耳鼻科・眼科クリニック
市総合医療センター

山田クリニック

連絡先
☎ 63-2557
☎ 63-6390
☎ 63-2019    
☎ 62-0707
☎ 69-3501
☎ 62-8777
☎ 63-2101    
☎ 63-5188

検　診　名
総合検診

複合検診

その他
（当日受付）

40 歳以上で今まで受診したことがない方
40 歳以上の男女
40 歳以上の男性

肝炎ウイルス検診（Ｂ型・Ｃ型）
超音波（腹部エコー）検診
前立腺がん検診

　　　　　　　　　　　　　  検　査　項　目
複合検診のすべての検査を一括して実施
特定検診、後期高齢者検診
肺がん・結核検診、大腸がん検診、胃がん検診
子宮頚部がん検診
乳がん検診

※子宮頸部がん・乳がん検診は前年度の未受検者も受けられます。
　今年度も女性特有のがん検診推進事業（子宮頚部がん・乳がん検診）を実施します。詳細は対象者へ直接お知らせします。

　　　　　  　　      対　象　者
40 ～ 74 歳の国保加入者
40 ～ 74 歳の国保加入者・後期高齢者
40 歳以上の男女（事業所勤務者を除く）
20 歳以上の偶数年数の女性
40 歳以上の偶数年数の女性

健
康
健
康

　
　

ご
み
の
受
け
入
れ
開
始
時

　
　

間
を
変
更
し
ま
す

　

計
量
器
の
法
定
検
査
受
検
の
た
め

７
月
15
日
㈭
の
ご
み
の
受
入
れ
開
始

時
間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

変
更
前
↓
８
時
30
分

変
更
後
↓
９
時
（
７
月
15
日
の
み
）

問
い
合
わ
せ　

市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
☎
63
―
４
１
０
１

変
更

し
ま
す



非
自
発
的
に
失
業
し
た
方
に
国
民

健
康
保
険
の
軽
減
制
度
あ
り
ま
す

　

今
年
度
か
ら
、
会
社
の
倒
産
や

解
雇
に
よ
り
離
職
し
た
方
（
特
定

受
給
資
格
者
）、
雇
止
め
な
ど
に

よ
り
離
職
し
た
方
（
特
定
理
由
離

職
者
）
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
国
民
健
康
保
険
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

対
象　

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
あ

　

る
こ
と
。
離
職
し
た
時
点
で
65

　

歳
未
満
で
あ
る
こ
と

②
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

　

を
お
持
ち
の
方
で
、
離
職
理
由

　

が
下
記
の
理
由
コ
ー
ド
に
該

　

当
す
る
こ
と
（
雇
用
保
険
特
例

　

受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用

　

保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証

　

は
軽
減
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

③
離
職
日
が
平
成
21
年
３
月
31
日

　

以
降
で
あ
る
こ
と

※
「
特
定
受
給
資
格
者
」
ま
た
は

「
特
定
理
由
離
職
者
」
で
あ
る
か

は
、「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

の
第
１
面
「
⑫
離
職
理
由
」（
平

成
22
年
２
月
22
日
以
降
交
付
分

の
新
様
式
）
欄
、
ま
た
は
「
⑬
離

職
年
月
日　

理
由
」（
新
様
式
以

前
に
交
付
さ
れ
た
旧
様
式
）
欄
に

記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
で
確
認

し
ま
す
。　

軽
減
内
容　

　

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
に

つ
い
て
、
該
当
者
の
給
与
所
得
を

100
分
の
30
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
、
高
額
介

護
合
算
療
養
費
、
限
度
額
認
定
証

等
の
所
得
区
分
判
定
に
お
い
て

も
、
該
当
者
の
給
与
所
得
を
100
分

の
30
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間　

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
、
離
職
日
（
退
職
日
）
の
翌
日

の
属
す
る
月
か
ら
離
職
日
の
属

す
る
年
の
翌
年
度
末
ま
で
が
軽

減
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
等
の
所
得
区
分

に
つ
い
て
は
、
離
職
日
の
翌
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
、
離
職
日

の
翌
日
の
属
す
る
年
の
翌
々
年

７
月
ま
で
が
軽
減
対
象
期
間
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
３
月
30
日
以
前
に

離
職
し
た
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
制
度
開
始
前
１
年
以
降

（
平
成
21
年
３
月
31
日
〜
）
に
離

職
し
た
人
の
軽
減
期
間
に
つ
い

て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を

受
け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
軽
減
期
間
中
に
軽
減
対
象
者

が
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
、

国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合

は
軽
減
期
間
は
終
了
し
ま
す
。
そ

の
際
は
速
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
・
相
談
の
際
に

は
次
の
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
離
職
者
の
「
雇
用
保
険
受
給
資

　

格
者
証
」（
離
職
票
や
退
職
証

　

明
書
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

②
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
証

③
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）　

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税

係
☎
61
ー
１
６
１
０
・
市
民

課
年
金
医
療
保
険
係
☎
61
ー

１
６
３
３
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特定受給資格者

特定理由離職者

11

12

21

22

31

32

23

33

34

解雇

天災等に起因する事業継続不能となったことによる解雇

雇止め（雇用期間３年以上、雇止め通知あり）

雇止め（雇用期間３年未満、契約更新明示あり）

事業主の働きかけによる正当な理由のある自己都合退職

事業所移転に伴う正当な理由のある自己都合退職

期間満了（雇用期間３年未満、契約更新明示なし）

正当な理由のある自己都合退職

正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間 12 カ月未満）

離職理由コード　　　　　　　　　　　　　　　離職理由

税税

失業した日

平成 21年３月 31日～
平成 22 年３月 30 日

平成 22年３月 31日～
平成 23 年３月 30 日

平成 22 年４月１日
　　  ～平成 23 年３月

離職日の翌日の属する月
　　   ～平成 24 年３月

軽減期間

国民健康保険税  高額療養費等の所得区分

平成 22 年４月１日
　　  ～平成 23 年７月

離職日の翌日の属する月
の翌月～平成 24 年７月



後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
保
険
証
）
の
更
新 

       

　　

８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た

だ
く
新
し
い
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
７
月
中
に
郵
送
（
簡
易
書

留
）
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
保

険
証
（
黄
色
）
は
、
８
月
１
日
以

降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額

等
に
つ
い
て

対
象　

水
俣
市
の
国
民
健
康
保

険
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者

内
容　

入
院
時
に
、「
限
度
額
適

用
（
・
標
準
負
担
額
減
額
）
認

定
証
（
以
下
、
認
定
証
と
表
記
）」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
世
帯
の
所
得
区
分
に
応

じ
て
、
窓
口
で
の
医
療
費
の
支
払

が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
さ
ら
に

市
県
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
方

は
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

入
院
中
（
予
定
）
の
方
で
、
ま

だ
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
認

定
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
適
用

区
分

ま
た
は
区
分
Ｃ
に
限
る
）

期
間
中
の
入
院
日
数
が
90
日
を

超
え
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
食
事

代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

◆
認
定
証
の
更
新

　

現
在
国
民
健
康
保
険
の
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
で
８
月
１
日

以
降
も
必
要
な
方
は
更
新
申
請

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
は
、
更
新

申
請
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
７
月
中
に
新
し
い
認
定
証

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。

現
在
お
使
い
の
認
定
証
（
黄
色
）

は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

更
新
申
請
受
付　

８
月
２
日
㈪
〜

持
参
品　

①
被
保
険
者
証

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

③
現
在
お
持
ち
の
認
定
証

④
入
院
期
間
の
証
明
書
類
（
右
記

　

青
字
に
該
当
す
る
方
の
み
）

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
年
金
医

療
保
険
係
（
市
役
所
２
階
❻
番
窓

口
）
☎
61
ー
１
６
３
３

Information
お困りごとはお気軽に
市民相談室へ☎ 61-1643
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最
近
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
が
発
売
さ
れ
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ｉ
ｐ
ａ

ｄ
を
買
っ
た
人
達
の
多
く
が
電
子
書
籍

と
し
て
使
い
た
い
よ
う
で
す
。
電
子
書

籍
は
外
国
で
は
使
っ
て
い
る
人
は
か
な

り
多
い
よ
う
で
す
。
今
回
の
ｉ
ｐ
ａ
ｄ

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
パ
ソ
コ
ン
の

機
能
も
つ
い
て
い
ま
す
。
値
段
も
手
頃

で
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
お
出
か

け
の
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
代
わ
り
に
は
使

い
た
い
で
す
が
、
電
子
書
籍
と
し
て
使

い
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
古
い
人
間
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
電
子
書
籍
は
ど
う
し
て
も
慣
れ
ま

せ
ん
。
本
は
本
当
の
本
じ
ゃ
な
い
と
、

読
ん
で
い
る
感
じ
が
し
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
内
容
も
な
か
な
か
頭
に
は
入
り
ま

せ
ん
。
読
ん
だ
後
、
す
ぐ
内
容
を
わ
す

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
雑
誌
を
パ
ソ
コ
ン

で
読
む
の
は
も
っ
と
嫌
で
す
。
雑
誌
は

服
な
ど
の
写
真
は
明
確
に
見
せ
ら
れ
る

た
め
、写
真
は
大
き
く
し
て
い
ま
す
が
、

文
字
は
小
さ
い
で
す
。
普
段
雑
誌
を
読

む
時
、
小
さ
い
文
字
は
と
て
も
近
づ
か

な
い
と
見
え
な
い
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
で

読
む
と
、
文
字
を
読
む
の
は
も
う
諦
め

て
写
真
し
か
見
ま
せ
ん
。
拡
大
は
で
き

ま
す
が
、
そ
れ
が
面
倒
く
さ
く
て
、
最

後
は
全
然
使
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
私
が
目
が
と
て

も
悪
い
か
ら
で
す
。
コ
ン
タ
ク
ト
は

持
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
外

し
た
後
、
頭
が
く
ら
く
ら

し
ま
す
。
な
の
で
、
い
つ
も
メ
ガ
ネ
を

か
け
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
目
が
悪
い
私

は
、
道
で
人
に
あ
っ
て
も
、
近
く
ま
で

行
か
な
い
と
顔
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
と
テ
レ
ビ
は
必
要

品
で
す
。
以
前
、
大
学
生
の
時
は
、
文

書
を
た
く
さ
ん
読
ま
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
最
初
は
、
お
金
を
節
約
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
で
読
も
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
無
理
で
し
た
。
目
が
す

ぐ
疲
れ
る
し
、
頭
が
く
ら
く
ら
で
す
。

紙
で
読
む
と
、
何
時
間
で
も
読
め
ま
す

が
、
パ
ソ
コ
ン
だ
と
、
１
時
間
は
も
う

限
界
で
す
。
最
後
は
文
章
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

外
国
で
は
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
つ
け
て

本
を
読
む
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

は
今
何
を
読
ん
で
い
る
か
を
人
に
見
ら

れ
て
も
平
気
で
す
。
で
も
、
電
子
書
籍

に
な
る
と
、
人
は
ど
ん
な
本
を
読
ん
で

い
る
の
が
全
然
わ
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
私
も
、
人
が
読
ん
で
い
る
本
を
見

て
、
自
分
が
好
き
な
作
家
の
新
作
が
出

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す

ぐ
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

　

電
子
書
籍
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
物

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
や
は
り
本

を
読
み
た
い
で
す
。
自
分
の
目
の
た
め

に
も
。
本
を
手
に
し
て
、
ペ
ー
ジ
を
開

く
感
じ
が
好
き
で
す
。

和
国際交流員

サリー・チャンの

wa

ーVol.23 ー

医
療
医
療



整
備
完
了
し
ま
し
た
！

月
浦
台
地
福
祉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

月
浦
台
地
福
祉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
概
要

　

月
浦
台
地
福
祉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
「
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
・

ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

県
営
住
宅
50
戸
、
市
営
住
宅
50

戸
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
の
シ

ン
ボ
ル
南
部
も
や
い
直
し
セ
ン

タ
ー
「
お
れ
ん
じ
館
」、
障
が
い

者
の
社
会
的
自
立
支
援
を
行
っ

て
い
る
「
ま
ど
か
園
」、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
恵
愛
園
」、
月
浦
ふ

れ
あ
い
公
園
、
市
道
月
浦
・
村
上
・

月
浜
線
な
ど
の
整
備
が
完
了
し
、

と
て
も
住
み
や
す
い
環
境
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
公
園
や
、
公
営
住
宅

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
外
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
も
増
え
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

目
標
と
目
標
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み

　

第
四
次
水
俣
市
総
合
計
画
「
基

本
構
想
」
に
掲
げ
る
本
市
の
都
市

像
、「
エ
コ
ポ
リ
ス
み
な
ま
た
〜

人
・
環
境
・
経
済
が
も
や
い
輝
く

ま
ち
〜
」
を
目
指
す
施
策
を
推
進

す
る
も
の
で
、
少
子
高
齢
化
社
会

に
備
え
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

児
童
・
母
子
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
す
べ
て
の
人
が
生
涯
を
通
じ

て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
「
も
や
い
輝

く
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

●
目
標
１

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
住
宅

も
含
ん
だ
公
営
住
宅
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
に
や
さ
し
い

住
宅
を
建
設
す
る
。

●
目
標
２

　
｢

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
」、

「
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」

を
目
的
と
し
て
、
子
ど
も
・
若
者
・

高
齢
者
と
の
交
流
の
場
と
し
て

の
公
園
や
福
祉
施
設
を
整
備
す

る
。

●
目
標
３

　

各
施
設
間
を
や
さ
し
く
つ
な

ぐ
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
道

路
」
を
整
備
す
る
。

数
値
目
標
の
達
成
状
況

●
若
い
世
代
の
定
住
化
に
よ
る

　

人
口
増
加

　

市
営
・
県
営
住
宅
や
ふ
れ
あ
い

公
園
の
整
備
な
ど
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
結
果
、
定
住
人
口

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
40
歳
代
以
下
の
若
年
層
が

約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
交
流
活
動
（
地
区
イ
ベ
ン
ト
）

　

の
開
催

　

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
ふ
れ

あ
い
公
園
が
整
備
さ
れ
、
同
時
に

公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
や
公
営
住
宅
の
整
備
に
よ
り
、

定
住
人
口
が
増
加
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活
性
化
さ
れ
、
ふ

れ
あ
い
公
園
祭
り
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
数
が
増
加
し
、
地
域

交
流
の
場
と
し
て
大
き
な
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

月浦ふれあい公園まつり
（18 区自治会主催）
来場者推定 350 人以上
第２回グラウンドゴルフ大会
同時開催（参加者 43 人）

暮らし

安全
安心

月浦地区
月浦地区開発事業概要
事業期間　平成９～21年度
面積　約９㌶

楽
し
み 肥薩

おれ
んじ
鉄道

水俣
駅

水俣市役所◎
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ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り



　
　

●
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

新
た
に
整
備
さ
れ
た
各
施
設

を
つ
な
ぐ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対

応
し
た
ア
ク
セ
ス
道
路
が
整
備

さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
公
園
や
公
営
住

宅
を
利
用
す
る
人
に
と
っ
て
、
安

全
で
安
心
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
道

路
と
し
て
利
用
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
見
晴
ら
し
も
よ
く
な
り
、

公
園
に
遊
び
に
行
く
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
安
全
安
心
な

道
路
に
な
り
ま
し
た
。

　

目
標
達
成
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
住
宅

整
備
を
は
じ
め
雨
水
排
水
や
道

路
な
ど
の
基
盤
整
備
が
進
め
ら

れ
、
安
全
に
利
用
で
き
、
住
民
の

利
便
性
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も

に
、
市
内
を
一
望
で
き
る
風
景
は

財
産
と
な
っ
た
と
い
う
嬉
し
い

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　

事
業
の
効
果
を
持
続
さ
せ
る

た
め
に
、
整
備
さ
れ
た
施
設
の
維

持
管
理
を
は
じ
め
、
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
機
能
の
増
進
や
、

区
域
内
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る

施
設
（
商
業
施
設
・
医
療
関
係
施

設
）
の
整
備
促
進
、
障
が
い
者
な

ど
の
雇
用
の
場
の
創
出
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
他
に
も
、
街
路
灯
の
設
置

や
公
園
駐
車
場
へ
の
案
内
板
の

設
置
な
ど
の
要
望
も
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
分
譲
宅
地
販
売
の
ご
案
内
》

　

水
俣
市
土
地
開
発
公
社
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

月
浦
台
地
福
祉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
で
分
譲
宅
地
の
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
水
俣
市
内
に
宅
地
を

お
探
し
の
方
、
ど
う
ぞ
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

残
り
３
区
画
で
す
。

●
敷
地
面
積　

306
・
48
㎡
〜

●
価
格　

641
万
〜

※
そ
の
他
に
も
店
舗
等
用
地
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
世
代
が
生
涯
を
通

じ
て
暮
ら
せ
る
人
に
や
さ
し
い

こ
の
地
で
、
あ
な
た
も
心
和
や
か

に
暮
ら
し
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ　

都
市
政
策
課
（
水

俣
市
土
地
開
発
公
社
）
☎
61
ー

１
６
１
８

Information
防災無線の内容が聞き取り
にくいときは☎ 62-6222

ふれあい公園の整備　　　    ふれあい公園からの眺め　　　　　  水俣エコハウス　　　　　　老人ホームの整備

月浦・村上・新開線の整備

市営住宅の整備

宅地分譲中

市営住宅

県営住宅

ふれあい公園

おれんじ館

月浦・
村上・

新開線
グラウンド
ゴルフ場

まどか園

恵愛園

市営住宅

市営住宅
県営住宅

エコハウス月浦・村上・月浜線

剪定作業（ふれあい公園）
　月浦ふれあい公園に行くと、袋校区老人
会グラウンドゴルフ同好会の方々が除草作
業をしていました。
　会の方々は、市のアドプト制度を活用し、
公園の維持管理活動を年に５回行っています。
会の方々をはじ
め、地域の人々
によって、いつ
訪れてもとても
きれいな公園に
なっています。

健康づくり（グラウンドゴルフ場）
　グラウンドゴルフ場では平成 20 年８月
開園以来計８回の大会が開催されています。
地区内外から多数の参加により毎回とても
賑わっています。

地域の活動

商業施設
用地
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物
品
購
入
・
業
務
委
託
等
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　

平
成
22
年
10
月
以
降
に
水
俣

市
（
水
道
事
業
含
む
）
が
発
注
す

る
物
品
購
入
、
各
種
業
務
委
託
等

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
、
方
法
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る

か
財
政
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
主
な
入
札

①
事
務
用
品
、
書
籍
類
、
家
具
調

　

度
品
類
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
家
電
製

　

品
、
通
信
機
器
、
電
算
ソ
フ
ト
、

　

被
服
類
、
車
両
、
薬
品
類
、
原

　

材
料
、
機
械
器
具
類
、
看
板
、

　

展
示
用
品
等
の
購
入

②
印
刷
、
情
報
処
理
、
清
掃
、
樹

　

木
管
理
、
害
虫
駆
除
、
環
境
・

　

水
質
分
析
、
各
種
調
査
、
機
械
・

　

設
備
の
保
守
点
検
、
施
設
・
設

　

備
の
維
持
管
理
等
の
業
務
委
託

③
賃
借
、
リ
ー
ス

④
そ
の
他
（
建
設
工
事
、
測
量
設

　

計
業
務
以
外
の
業
務
委
託
）

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈭
〜
９

月
30
日
㈭
（
こ
れ
以
降
は
随
時
受

付
）

有
効
期
間　

平
成
22
年
10
月
１

日
〜
平
成
24
年
９
月
30
日

問
い
合
わ
せ　

財
政
課
契
約
管
財

係
☎
61
ー
１
６
０
５
・http://

w
w
w
.m
inam

atacity.jp/

み
な
ま
た
産
野
菜
を
ハ
ウ
ス

で
作
り
ま
せ
ん
か
？

　　

市
で
は
、
新
規
で

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

購
入
す
る
方
で
、
新

鮮
市
や
直
売
所
な
ど

へ
の
出
荷
に
積
極
的

な
方
を
支
援
す
る
た

め
、
ハ
ウ
ス
資
材
購
入
に
か
か
る

費
用
の
半
分
を
補
助
し
ま
す
。

　

露
地
栽
培
か
ら
の
切
り
替
え

を
考
え
て
い
る
方
、
地
産
地
消
を

自
分
の
手
で
進
め
て
み
た
い
方
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

農
林
水
産
振
興
課

内
に
備
え
付
け
の
実
施
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い

提
出
方
法　

農
林
水
産
振
興
課

農
業
振
興
係
に
実
施
申
込
書
を

持
参

提
出
期
限　

７
月
30
日
㈮
厳
守

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
振
興
課

農
業
振
興
係
☎
61
―
１
６
３
４

水
俣
〜
大
口
〜
鹿
児
島
空
港
間

特
急
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　 

市
内
の
停
留
所
、
運
行
時
刻
は

次
の
と
お
り
で
す
。
旅
行
や
出

張
、
帰
省
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

料
金　

鹿
児
島
空
港
ま
で
の
料
金

●
水
俣
駅
前
〜
千
650
円

●
水
俣
車
庫
前
〜
千
600
円

●
新
水
俣
駅
〜
千
600
円

●
葛
彩
館
入
口
〜
千
450
円

●
石
坂
川
〜
千
400
円

問
い
合
わ
せ　

南
国
交
通
大
口

営
業
所
☎
０
９
９
５
ー
22
ー

１
４
３
５
・
市
企
画
課
交
通
対
策

係
☎
61
ー
１
６
０
７

鹿
児
島
空
港

大
口
バ
ス

     

セ
ン
タ
ー

山
　
木
　
場

越
　
小
　
場

構

石
　
坂
　
川

葛
　
　
　
渡

葛
彩
館
入
口

深
　
　
　
川

気
　
　
　
子

新  

水  

俣  

駅

水
俣
車
庫
前

新  

四  

ツ  

角

水  

俣  

駅  

前

   9:50     9:51      9:53   10:00   10:07   10:09   10:11   10:12   10:14   10:15   10:18   10:22   10:45   11:47

12:20   12:21   12:23   12:30   12:37   12:39   12:41   12:42   12:44   12:45   12:48   12:52   13:15   14:17  

15:40   15:41   15:43   15:50   15:57   15:59   16:01   16:02   16:04   16:05   16:08   16:12   16:35   17:37

17:20   17:21   17:23   17:30   17:37   17:39   17:41   17:42   17:44   17:45   17:48   17:52   18:15      －    

水  

俣  

駅  

前

新  

四  

ツ  

角

水
俣
車
庫
前

新  

水  

俣  

駅

気
　
　
　
子

深
　
　
　
川

葛
彩
館
入
口

葛
　
　
　
渡

石
　
坂
　
川

構

越
　
小
　
場

山
　
木
　
場

大
口
バ
ス

     

セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
空
港

    －         8:30     8:53      8:57     9:00      9:01     9:03      9:04     9:06      9:08     9:15      9:22     9:24      9:25

   9:35   10:37   11:00   11:04   11:07   11:08   11:10   11:11   11:13   11:15   11:22   11:29   11:31   11:32  

 12:35   13:37   14:00   14:04   14:07   14:08   14:10   14:11   14:13   14:15   14:22   14:29   14:31   14:32

 14:55   15:57   16:20   16:24   16:27   16:28   16:30   16:31   16:33   16:35   16:42   16:49   16:51   16:52   

水俣発→鹿児島空港着

鹿児島空港発→水俣着
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健康応援
レシピ

国
保
特
定
健
診
を

　
　
　
　
申
し
込
み
ま
し
ょ
う

　
４
月
１
日
号
か
ら
特
定
健
診
の
必

要
性
を
お
話
し
て
き
ま
し
た
。
ご
自

分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
今
後
の

あ
な
た
の
人
生
を
左
右
し
、
ま
た
、

あ
な
た
の
納
め
て
い
る
保
険
税
に
も

影
響
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
お

分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
特
定
健
診
を
受
け
て
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

♥
特
定
健
診
で
は

　
　
ど
ん
な
検
査
を
す
る
の
？

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
検
査
を
行
い
ま
す
。

【
健
診
の
内
容
】　

　
問
診
・
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・

血
液
検
査
・
検
尿
・
診
察
・
心
電
図
・

眼
底
検
査

♥
こ
の
検
査
で
何
が
分
か
る
の
？

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

リ
ス
ク

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
の
異
常
は
軽

度
で
も
動
脈
硬
化
を
お
こ
す
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
心
電
図
や
眼
底
検
査
で
、

心
臓
や
脳
の
動
脈
硬
化
の
す
す
み
具

合
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
命
に
か
か
わ
る
心
臓
病
や
脳
卒

中
な
ど
の
重
大
な
病
気
を
前
段
階
で

発
見
し
、
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
糖
尿
病

　
血
管
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
、
人
工
透

析
や
失
明
な
ど
と
い
っ
た
生
活
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
糖
尿
病
を
早
期
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
腎
臓
の
機
能

　
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
、
生
活
す

る
中
で
食
事
な
ど
の
制
限
が
必
要
に

な
っ
た
り
、
人
工
透
析
な
ど
の
治
療

が
必
要
に
な
る
前
に
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

④
肝
臓
の
機
能
や
貧
血
な
ど

　
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
次
回
か
ら
の
「
健
康

応
援
レ
シ
ピ
」
で
取
り
上
げ
て
い
く

予
定
で
す
。

※
特
定
健
診
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
、
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、13
ペ
ー

ジ
お
知
ら
せ
「
総
合
検
診
・
複
合
検

健
診
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
医
療
保

険
係
☎
61
ー
１
６
３
３

W
e can m

ake the eco-m
odel city  

チヤリぞ〜のエコ
日記
ー④ー

内臓脂肪がたまる

10～20年後には…

心臓病
心筋梗塞
狭心症
心不全…

脳卒中
脳梗塞
脳内出血…

その他の
動脈硬化性疾患
大動脈瘤…

高血糖 高血圧 脂質異常 肥  満

                    

す
う
ぃ
ー
つ
編

７
月
○
日
　
晴
れ

　
週
末
は
、
妹
の
チ
ャ
リ
り
ん
と
一

緒
に
、
日
本
一
長
い
運
動
場
を
サ
イ

ク
リ
ン
グ
し
て
、
久
木
野
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
ち
に
行
っ
て
き
た
よ
。

　
僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
な

か
ら
「
茶
飲
み
お
婆
」
っ
て
呼
ば
れ

る
く
ら
い
、
お
茶
や
甘
い
も
の
が
大

好
き
で
、
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
縁
側
で
一
日

過
ご
し
て
る
ん
だ
。

　
い
つ
も
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
愛
林

館
に
行
っ
て
、
名
物
の
タ
イ
カ
レ
ー

を
食
べ
た
り
、
ヤ
ギ
く
ん
た
ち
と
遊

ん
で
帰
る
ん
だ
け
ど
、
今
回
の
目
的
は
、

「
棚
カ
フ
ェ
」。
愛
林
館
に
新
し
く

オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
（
土
日
限
定
）

で
、
地
元
産
の
無
農
薬
の
食
材
を
使
っ

て
手
づ
く
り
お
菓
子
や
飲
み
物
を
提

供
し
て
い
る
ん
だ
っ
て
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
わ
さ
も
ん
だ
か
ら
な
ぁ
。

　
愛
林
館
に
は
久
し
ぶ
り
に
行
っ
た

ん
だ
け
ど
、
内
装
も
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

て
い
て
び
っ
く
り
！

　
カ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
る
ニ
コ
ニ
コ
笑

顔
の
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
に
、
お
話
を
聞

い
て
み
た
ら
、
愛
林
館
で
は
、
無
農
薬

の
小
豆
や
大
豆
を
つ
く
っ
て
、
耕
作

を
し
な
く
な
っ
た
土
地
を
減
ら
そ
う

と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
ん

だ
っ
て
。
そ
こ
で
取
れ
た
小
豆
や
大

豆
な
ど
を
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
！
と
、
カ
フ
ェ
を

始
め
た
そ
う
だ
よ
。
そ
れ
と
い
っ
し
ょ

に
、
森
や
棚
田
の
大
切
な
役
割
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
な
っ
て

言
っ
て
い
た
よ
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん

特
製
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
手
づ
く
り

抹
茶
プ
リ
ン
を
食
べ
て
、
甘
さ
も
控

え
め
で
や
さ
し
い
味
だ
ね
っ
て
、
と

て
も
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
よ
。
チ
ャ

リ
り
ん
は
、
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
と
自

家
製
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
。
ど
ち
ら
も
お

姉
ち
ゃ
ん
た
ち
自
家
製
の
小
豆
が
使

わ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
地
産
地
消
に

う
る
さ
い
お
母
さ
ん
も
、
こ
こ
な
ら

喜
ぶ
だ
ろ
う
な
ぁ
。
ま
た
自
転
車
で

遊
び
に
行
こ
〜
っ
と
♪

★
棚
c
a
f
e
情
報
★

営
業
時
間
　
土
日
祝
日
限
定
！

　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

ス
ウ
ィ
ー
ツ
の
ほ
か
に
も
、
名
物
の

タ
イ
カ
レ
ー
な
ど
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
モ
デ
ル
都
市
推

進
課
☎
61
ー
１
６
４
７

※
チ
ャ
リ
ぞ
〜
は
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

「棚 cafe セット」

好きな飲み物とお菓子の
セットで、最高 735円♪



母
子
・
婦
人
・
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
は
お
気
軽
に

　

相
談
方
法
は
電
話
、
面
接
、
来

所
の
ど
れ
で
も
可
。
他
の
方
の
相

談
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
相
談
料
無
料
、
秘
密
厳
守
。

●
母
子
家
庭
、
婦
人
に
関
す
る
相
談

　

福
祉
事
務
所
に
い
る
婦
人
相

談
員
が
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。
家
庭
問
題
、
生
活
困
窮
、
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
他
人
に
言
え
な

い
悩
み
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
就
学
、

技
能
習
得
資
金

な
ど
の
貸
付
相

談
も
行
っ
て
い

ま
す
。

相
談
日　

毎
週
月
・
水
曜
日　

10

時
〜
16
時

●
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

　

福
祉
事
務
所
に
い
る
家
庭
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

不
登
校
、
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

10
時
〜
16
時

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

相
談
室
直

通
☎
63
ー
２
７
３
８
・
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
☎
61
ー
１
６
６
０

女
性
弁
護
士
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
・

セ
ク
ハ
ラ
問
題
等
無
料
相
談
会

　

市
で
は
２
カ
月
に
１
回
、
女
性

弁
護
士
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ

問
題
等
の
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
方

は
、
事
前
に
福
祉
課
の
婦
人
相
談

員
に
連
絡
い
た
だ
き
、
内
容
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

７
月
28
日
㈬　

13

時
30
分
〜
16
時
30
分
（
１
人
あ
た

り
約
30
分
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
婦

人
相
談
員
☎
63
―
２
７
３
８
（
木

曜
除
く
）

22
年
度
消
防
設
備
士
試
験

の
ご
あ
ん
な
い

期
日　

第
１
回
／
９
月
５
日
㈰
、

第
２
回
／
９
月
12
日
㈰

場
所　

開
新
高
校
（
熊
本
市
）

受
付
期
間
＆
場
所　

７
月
28
日
㈬
〜
８
月
６
日
㈮
９

時
〜
16
時
30
分
＆
熊
本
市
九
品

寺
１
丁
目
11
ー
４
県
教
育
会
館

４
階
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
熊
本
県
支
部

願
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

本
部
☎
63
ー
１
１
９
１

平
成
23
年
４
月
採
用

自
衛
官
採
用
試
験

●
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

試
験
日　

９
月
18
日
㈯

場
所　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
航
空
学
生

試
験
日　

９
月
23
日
㈭

場
所　

九
州
電
通
労
働
会
館

資
格　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
〜

21
歳
未
満

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈰
〜
９

月
10
日
㈮

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
水
俣
地

域
事
務
所
☎
63

ー
５
８
６
３

相　談

試　験
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暮
ら
し
の

       
情
報

暮
ら
し
の

       
情
報

◎税務課
　市民税係☎ 61ー 1610
　収納対策室☎ 61ー 1630
　固定資産税係☎ 61ー 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61ー 1611
　年金医療保険係☎ 61ー 1633
◎福祉課
　総務係☎ 61ー 1640
　障がい者支援係☎ 61ー 1650
　子育て支援係☎ 61ー 1660
　生活支援係☎ 61－ 1670
◎環境モデル都市推進課
　環境モデル都市推進係☎ 61－ 1647
　環境衛生係☎ 61ー 1613
　環境クリーンセンター☎ 62ー 4101
◎健康高齢課☎ 63ー 3202
◎都市政策課建築住宅係☎ 61ー 1621
◎土木課道路維持管理室☎ 61－ 1625
◎下水道課☎ 61－ 1627
◎水道局☎ 63－ 2604
◎教育総務課☎ 61－ 1637

※その他の窓口は☎ 63－ 1111 へ
　お尋ねください。



今
回
の
テ
ー
マ
は
「
介
護
」

第
２
回
高
齢
者
教
室

日
時　

７
月
22
日
㈭　

10
時
〜

11
時
30
分

場
所　

市
公
民
館
ホ
ー
ル

演
題　
「
あ
た
り
ま
え
の
生
活
を

続
け
て
も
ら
う
に
は
〜
介
護
の

仕
事
を
通
じ
て
〜
」
／
指
定
介
護

老
人
福
祉
施
設
紀
水
ナ
ー
シ
ン

グ
ホ
ー
ム
施
設
部
長
・
庭
田
孝
男

さ
ん

問
い
合
わ
せ　

市
公
民
館
☎
63

ー
８
４
０
２

普
通
救
命
講
習
会
（
再
講

習
含
む
）
を
開
催
し
ま
す

　

身
近
な
人
が
倒
れ
た
と
き
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急

手
当
が
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。
講

習
会
で
正
し
い
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
前
回
講
習

を
受
け
て
か
ら
３
年
経
過
し
た

方
は
再
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

７
月
18
日
㈰　

９
時
〜

12
時

場
所　

消
防
本
部
２
階
講
堂

対
象　

中
学
生
以
上
20
人
程
度

内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

り
扱
い
、
そ
の
他
の
応
急
手
当
な

ど
の
実
技

申
込
期
間　

７
月
５
日
㈪
〜
13

日
㈫

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

警
防
課
☎
63
ー
１
１
９
１

ふ
れ
あ
い
一
番
街
土
曜
夜
市

玉
入
れ
選
手
権
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

参
加
賞
・
豪
華
賞
品
あ
り
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
時　

①
子
ど
も
の
部
／
７
月
10
日
㈯

19
時
〜

②
大
人
の
部
／
７
月
17
日
㈯
・
24

日
㈯　

19
時
〜

募
集
チ
ー
ム
数　

子
ど
も
の
部

10
チ
ー
ム
、
大
人
の
部
20
チ
ー
ム

参
加
料　

子
ど
も
の
部
千
円
、
大

人
の
部
２
千
円

問
い
合
わ
せ　

西
田
☎
090
ー

１
８
７
４
ー
０
８
６
８

カ
ナ
ヅ
チ
さ
ん
集
ま
れ
〜

児
童
水
泳
教
室

日
時　

①
７
月
21
日
㈬
〜
25
日
㈰
（
小
学

１
・
２
年
生
）　

17
時
30
分
〜
18

時
30
分

②
７
月
27
日
㈫
〜
31
日
㈯
（
小
学

３
〜
６
年
生
）　

17
時
30
分
〜
18

時
30
分

場
所　

市
総
合
体
育
館
児
童
プ

ー
ル

対
象　

小
学
１
年
生
以
上
で
泳

げ
な
い
、
ま
た
は
泳
力
向
上
を
望

む
児
童
40
人
（
25
㍍
泳
げ
る
児
童

は
不
可
）

参
加
料　

３
千
円
（
利
用
料
・
保

険
料
ほ
か
）

受
付
日
時
＆
場
所　

７
月
10
日

㈯
17
時
〜
・
市
総
合
体
育
館
温
水

プ
ー
ル
前
フ
ロ
ア
（
電
話
で
の
申

し
込
み
不
可
）

問
い
合
わ
せ　

市
水
泳
協
会
・
松

本
☎
63
ー
３
７
７
１

県
民
体
育
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

＆
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

　

来
年
９
月
17
日
㈯
〜
18
日
㈰

に
開
催
さ
れ
る
第
66
回
熊
本
県

民
体
育
祭
水
俣
市
・
葦
北
郡
大
会

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

①
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

↓
水
俣
・
芦
北
地

　

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア

　

ッ
プ
に
つ
な
が
り
、

　

新
し
い
「
水
俣
・

　

芦
北
」
を
イ
メ
ー

　

ジ
す
る
も
の

②
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

↓
水
俣
・
芦
北
地
域
か
ら
連
想

　

す
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
皆

　

さ
ん
に
親
し
ま
れ
誇
り
に
思

　

え
る
も
の

応
募
資
格　

水
俣
市
・
葦
北
郡
内

に
在
住
、
通
勤
通
学
す
る
方

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
校

名
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
次
の

要
領
で

①
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
作
品
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
シ
ン
ボ
ル
マ

　

ー
ク
は
別
々
の
は
が
き
で
。
１

　

人
何
点
で
も
可

②
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
縦
10
㌢

　

×
横
10
㌢
の
枠
内
に
記
入
し

　

作
品
の
説
明
を
記
入

③
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
20
文
字
以
内

　

で
作
品
の
説
明
を
記
入

締
切
日　

７
月
30
日
㈮
（
消
印
有

効
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

〒
867
ー

０
０
０
０
水
俣
市
中
央
公
園
１

番
地
水
俣
市
立
総
合
体
育
館
内

県
民
体
育
祭
準
備
委
員
会
事
務

局
☎
84
ー
９
１
８
８

【
有
料
広
告
】

ス
キ
ル

   
ア
ッ
プ

募　集
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【
有
料
広
告
】

〒867-0043　　　　　医療法人アサップ 
水俣市大黒町2-3-12　　ひかり歯科クリニック　水俣 

無料 小冊子プレゼント！ 

えっ？！　まだ入れ歯でお悩みですか？！
後悔しないインプラント治療のために！

お申込は今スグ 
TEL:０９６６－６２－４１４４
FAX:０９６６－６２－４１４７
（FAXは24時間受付けております） 
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女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

メ
ン
バ
ー
募
集

　

水
俣
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
水
俣
・
芦

北
県
体
へ
の
出
場
を
目
的
に
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
経
験
者
や
体
力
に

自
信
の
あ
る
方
は
、
毎
週
月
曜
日

に
一
中
体
育
館
で
練
習
し
て
い

ま
す
の
で
、
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

理
事
長
・
溝
口
☎

090
ー
８
８
３
２
ー
７
９
７
３

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て

い
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
男
女
が
と
も
に
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を

表
彰
す
る
「
男
女
共
同
参
画
推
進

事
業
者
表
彰
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
表
彰
さ
れ
る
と
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
事
業
者

名
や
取
組
内
容
が
掲
載
さ
れ
る

ほ
か
、
商
工
中
金
熊
本
支
店
か
ら

融
資
を
受
け
る
際
に
、
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
市
企
画
課
に
備

え
て
い
ま
す
。

締
切
日　

７
月
30
日
㈮

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

県
総
務
部

男
女
参
画
・
協
働
推
進
課
☎
096

ー
333
ー
２
２
８
７
・
FAX 

096
ー
387
ー

３
９
４
０　

久
木
野
た
べ
も
の
伝
承
塾

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
「
熊

本
の
食
の
名
人
」

に
も
任
命
さ
れ

た
小
島
ト
シ
エ

さ
ん
が
、
赤
飯

と
ダ
ゴ
汁
を
伝
授
し
ま
す
。

要
予
約
。

日
時　

７
月
４
日
㈰　

10
時
〜

12
時

場
所　

愛
林
館
（
久
木
野
）

定
員　

10
人

参
加
料　

千
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

メ
モ
用
紙
（
レ
シ
ピ
は
配
布
し
ま

せ
ん
）

問
い
合
わ
せ　

愛
林
館
☎
69
ー

０
４
８
５

ウ
ニ
海
ビ
ナ
海
ガ
ラ
カ
ブ
海
！

腹
イ
ッ
ペ
海
キ
ャ
ン
プ

　

恋
路
島
に
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で

渡
っ
て
宿
泊
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
、
魚
釣
り
、
海
の
幸
で
ご
は
ん

づ
く
り
な
ど
、
み
な
ま
た
ネ
イ
チ

ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で
本
物
の
夏
休

み
を
体
験
し
よ
う
。

期
日　

８
月
６
日
㈮
〜
９
日
㈪

３
泊
４
日

場
所　

グ
リ
ー

ン
ス
ポ
ー
ツ
み

な
ま
た

対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生

定
員　

先
着
15
人

参
加
料　

２
万
５
千
円
（
食
材

費
・
使
用
料
・
教
材
費
・
保
険
料
）

締
切
日　

７
月
27
日
㈫

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
自
然

学
校
（
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
み
な

ま
た
）
☎
63
ー
７
８
１
１

県
立
あ
し
き
た
青
少
年
の
家

海
っ
子
山
っ
子
交
流
事
業

　

夏
休
み
は
海
水
浴
や
カ
ヌ
ー
、

宝
探
し
な
ど
自
然
の
中
で
思
い

切
り
遊
ぼ
う
！

期
日　

７
月
24
日
㈯
〜
25
日
㈰

場
所　

県
立
あ
し
き
た
青
少
年

の
家

対
象　

小
学
３
年
生
〜
６
年
生

定
員　

20
人
程
度

参
加
料　

３
千
円
（
材
料
・
食
事
・

保
険
料
等
）

締
切
日　

７
月
11
日
㈰

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

県
立
あ
し

き
た
青
少
年
の
家
☎
82
ー
３
０

９
２

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
の
無
料

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

●
竹
林
園
で
ナ
シ
タ
ケ
の
観
察

　

と
竹
の
仲
間
を
調
べ
て
み
ま

　

し
ょ
う

　

竹
の
種
類
で
世
界
最
大
の
実

を
付
け
る
「
ナ
シ
タ
ケ
」
の
実
が

竹
林
園
で
見
ら
れ
ま
す
。
48
年
に

一
度
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　

７
月
11
日
㈰　

10
時
〜

11
時
（
雨
天
決
行
）

場
所　

竹
林
園
休
憩
所

定
員　

20
人

※
関
連
記
事
は
❾
ペ
ー
ジ
「
ま
ち

の
わ
だ
い
」
参
照

●
園
芸
講
座

　

ツ
ル
バ
ラ
の
誘
引
・
仕
立
て
、

夏
剪
定
な
ど
。

日
時　

７
月
13
日
㈫　

９
時
30

分
〜
11
時
30
分

場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
内
ナ
ー
サ

リ
ー

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
手
袋

締
切
日　

７
月
12
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎
＆
FAX   

62
ー
７
５
０
１



も
の
づ
く
り
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

in
水
工
参
加
者
募
集

日
時　

７
月
22
日
㈭
〜
23
日
㈮

９
時
〜
12
時

場
所　

水
俣
工
業
高
校

申
込
方
法　

①
希
望
の
科
②
希

望
日
（「
22
日
希
望
」「
23
日
希
望
」

「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
の
い
ず
れ

か
を
明
記
）
③
郵
便
番
号
④
住
所

⑤
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑥
性
別
⑦

電
話
番
号
⑧
小
学
校
名
・
学
年
を

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
、
希
望
日
が
偏
っ
た
場
合

は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

締
切
日　

７
月
12
日
㈪
（
当
日
消

印
有
効
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
867
ー

０
０
６
３
水
俣
市
洗
切
町
11

ー
１
水
俣
工
業
高
校
☎
63
ー

１
２
８
５

水
俣
青
果
市
場
の
移
転
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　

こ
の
た
び
水
俣
青
果
市
場
を

現
在
地
（
古
賀
町
）
か
ら
産
業
団

地
内
に
移
転
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時　

７
月
９
日
㈮　

19
時
〜

場
所　

み
な
ま
た
環
境
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
（
産
業
団
地
内
）

問
い
合
わ
せ　

水
俣
青
果
㈱
☎

63
ー
１
２
３
４

ケ
イ
タ
ク
水
俣
後
援
会

発
足
一
周
年
記
念
ラ
イ
ブ

　

水
俣
出
身(

一
中
・
水
俣
高
校

卒)

の
卓
也
と
、
佐
賀
出
身
の
敬

太
に
よ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ッ
ク
ギ

タ
ー
デ
ュ
オ
「
ケ
イ
タ
ク
」。

　

水
俣
後
援
会
の
発
足
一
周
年

を
記
念
し
、
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
応
援
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
㈯　

14
時
30

分
開
場
（
15
時
開
演
）

場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

観
覧
料　

一
般
千
円
、
中
学
・
高

校
生
500
円
、
小
学
生
以
下
無
料

（
前
売
り
券
発
売
中
）

後
援
会
費　

年
会
費
千
円

問
い
合
わ
せ　

ケ
イ
タ
ク
水
俣

後
援
会
事
務
局
・
松
本
☎
090
ー

２
７
１
３
ー
３
９
７
３
・
岩
井
☎

090
ー
２
７
１
４
ー
９
５
６
５

７
月
７
日
七
夕
、

銀
河
鉄
道
999
出
発
進
行
！

　

七
夕
の
日
に
メ
ー
テ
ル
と
鉄

郎
に
会
い
に
行
こ
う
！

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
銀
河

鉄
道
999
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
が

お
目
見
え
。
当
日
は
撮
影
会
や
グ

ッ
ズ
販
売
、
運
行
記
念
入
場
券
セ

ッ
ト
の
限
定
販
売
な
ど
楽
し
い

企
画
を
用
意
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
７
日
㈬　

17
時
〜

場
所　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
出

水
車
両
基
地
・
出
水
駅

問
い
合
わ
せ　

肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
㈱
☎
０
９
６
５
ー
32
ー

５
６
７
８

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

県
体
選
手
選
考
会
開
催

　

水
俣
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
で
は
、

県
体
選
手
選
考

会
を
行
い
ま
す
。

　

開
催
日
は
、
市
体
育
協
会
の
申

込
締
切
日
を
み
て
行
い
ま
す
の

で
申
込
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

　

な
お
、
熊
本
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
の
登
録
会
員
は
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

締
切
日　

７
月
10
日
㈯

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

会
長
・
島

田
☎
62
ー
５
３
２
８

第
10
回
地
域
交
流
ま
ど
か

夏
祭
り
開
催
！

　

今
年
も
各
種
露
店
・
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
・
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
趣
向
を
凝
ら
し
て
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

７
月
24
日
㈯　

17
時
30

分
〜
（
雨
天
決
行
）

場
所　

ま
ど
か
園
特
設
会
場
（
月

浦
台
地
福
祉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
）

問
い
合
わ
せ　

支
援
セ
ン
タ
ー

ま
ど
か
☎
61
ー
１
５
１
５

【
有
料
広
告
】

催　し
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テーマ　　　              定　員　           対　象
機
械
科   

電
気
科    

建
築
科

ソーラーカーの製作

LEDクリスマス
　　　　ツリー製作

木のおもちゃづくり

16 人

15 人

20 人

3～ 6年生

4～ 6年生



毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
は

ふ
る
さ
と
レ
ス
ト
ラ
ン

　

村
丸
ご
と
生
活

博
物
館
の
生
活
職

人
が
作
っ
た
料
理

を
食
べ
に
き
ま
せ

ん
か
？

　

季
節
の
野
菜
を

中
心
に
地
産
地
消
の
メ
ニ
ュ
ー

を
限
定
30
食
提
供
し
ま
す
。
予
約

が
確
実
で
す
。

日
時　

７
月
８
日
㈭
・
22
日
㈭　

11
時
〜
13
時

場
所　

愛
林
館
（
久
木
野
）

問
い
合
わ
せ　

愛
林
館
☎
69
ー

０
４
８
５

海
と
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

に
ご
協
力
を

　

水
俣
の
美
し
い
海
と
川
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
「
海
と

川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
を

実
施
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
25
日
㈰　

８
時
〜

９
時

場
所　

湯
の
児
海
水
浴
場
周
辺
・

水
俣
川
河
口
・
水
俣
川
周
辺
・
丸

島
漁
港
・
水
俣
湾
（
親
水
護
岸
周

辺
）・
緑
埠
頭
・
梅
戸
港
・
月
浦

船
溜
ま
り
・
湯
堂
漁
港
・
茂
道
漁

港
・
袋
湾

申
込
方
法　

参
加
希
望
者
は
自

治
会
長
・
自
治
協
力
員
ま
た
は
各

団
体
の
長
に
申
し
込
み

注
意　

①
軍
手
は
各
自
持
参
（
ご
み
袋
は

市
で
準
備
）

②
帽
子
・
飲
み
物
持
参
な
ど
の
熱

中
症
対
策
を

③
ホ
イ
ー
ル
・
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
や
廃

棄
家
電
な
ど
は
回
収
不
可

問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ
ル
都

市
推
進
課
☎
61
ー
１
６
１
３

フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
で
湯
の

児
花
火
見
物
に
い
こ
う

　

船
上
か
ら
花
火
見
物
を
し
ま

せ
ん
か
？
豪
華
お
弁
当
と
飲
み

物
付
き
！

日
時　

８
月
８
日
㈰　

19
時
集
合

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

１
人
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ

ン
プ
３
冊
＋
２
千
500
円
（
現
金
の

場
合
は
６
千
円
）

受
付
開
始　

７
月
８
日
㈭
〜

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

フ
ラ
ワ
ー

ス
タ
ン
プ
事
務
局
☎
63
ー
２
７
８

８

口
蹄
疫
の
侵
入
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い　

●
イ
ノ
シ
シ
・
ヤ
ギ
・
シ
カ
・
ヒ

　

ツ
ジ
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

　

宮
崎
県
で
感

染
拡
大
を
続
け

て
い
る
口
蹄
疫

は
、
偶
蹄
類
動

物
（
蹄
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る

動
物
）
に
感
染
す
る
病
気
で
す
。

牛
・
豚
に
限
ら
ず
、
イ
ノ
シ
シ
や

ヤ
ギ
な
ど
に
も
感
染
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
・
ヤ
ギ
・
シ
カ
・
ヒ

ツ
ジ
を
飼
育
し
て
い
る
方
は
、
農

林
水
産
振
興
課
内
に
備
え
付
け

の
飼
育
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

締
切
日　

７
月
16
日
㈮

提
出
先　

農
林
水
産
振
興
課
農

業
振
興
係

●
ニ
ワ
ト
リ
・
ウ
コ
ッ
ケ
イ
な
ど

　

を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

　

口
蹄
疫
の
鳥
類
へ
の
感
染
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
病
原

菌
を
媒
介
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ニ
ワ
ト
リ
・
ウ
コ
ッ
ケ
イ
な
ど

を
飼
育(

少
数
羽
の
飼
育
も
含
む)

し
て
い
る
方
は
農
林
水
産
振
興

課
農
業
振
興
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
市
民
の
方
へ

　

宮
崎
県
に
お
け
る
感
染
拡
大

を
受
け
、
市
で
は
侵
入
防
止
の
た

め
、
防
疫
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
畜
産
農
家
周
辺
や
他
地

域
か
ら
の
車
輌
通
行
量
が
多
い

市
道
に
消
毒
用
消
石
灰
を
散
布

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
18
日
㈮
か
ら
国
道

268
号
線
・
鹿
児
島
県
境
付
近
で
通

行
車
輌
の
消
毒
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
振
興
課

農
業
振
興
係
☎
61
―
１
６
３
４

第
５
次
水
俣
市
総
合
計
画

で
き
ま
し
た
！

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
際
の
最
上
位
計
画
と
な
る

新
し
い
総
合
計
画
（
平
成
22
〜
29

年
度
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

概
要
版
を
各
世
帯
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

全
文
は
図
書
館
、
各
自
治
会
集

会
所
な
ど
で
閲
覧
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
課
☎
61
ー
１

６
０
６

【
有
料
広
告
】

伝言板

広報みなまた2010.7.1 24



本本 のの 虫虫
今月のおすすめ                                 It's  Nice!!

図書館職員のオススメ！       My  Recommend

◎水俣市立図書館◎
水俣市浜町 2-10-26　☎ 63-8401

火曜日～金曜日９時～ 19時（土日は 17時まで）

休館日／月曜日・第４木曜日・年末年始（月曜日が祝日のときは火
曜日）。７月は 5・12・20・22・26

めざせ！日本一の読書のまちづくり
毎月第２・第４土曜日は「読書の日」

第
55
回
恋
龍
祭

●お下り
　神事　龍山白龍神遷座　9:00 ～（中尾山）　
　神事　汐見町金刀比羅宮遷座　9:00 ～（汐見町）

●山の水お清めの義　10:30 ～（寒川水源）
　海の水お清めの義　10:30 ～（親水護岸）

●オープニングセレモニー（海と山の出会い）　
　14:50 ～（肥後銀行駐車場特設ステージ）

●打ち水作戦　
　15:15 ～（肥後銀行駐車場特設ステージ）

●パレード（仮装・みこし・音楽隊など）　
　15:30 ～（熊日南部販売センター前～
　　　　　　　　　　　　　　　 君島タクシー前）

●市民総おどりプレイベント　「ハイヤ・ブギ」コン
　テスト　17:40 ～（肥後銀行駐車場特設ステージ）

●市民総おどり　
　19:00 ～（君島タクシー前～落合写真館）

●龍灯飾り　
　終日（中央商店街～桜井中央商栄会）

※荒天の場合は翌日に順延、龍灯飾りは７月 10 日土曜夜市か
　ら設置予定。

        問い合わせ　商工会議所☎ 63ー 2128
                                   商工観光振興課☎ 61ー 1628

7/18 ㈰
今年も水俣に熱い夏が
                      やってくる !!

民王／池井戸　潤

首相・武藤泰山は、ある日突然、
大学生のドラ息子・翔と中身が
入れ替わってしまい…。本物の
大人とは何か、国を動かす政治
とは何かを問うエンタメ政治小
説。「ポプラビーチ」連載を大幅
に加筆・修正して単行本化。

夜空の訪問者／斉藤　洋

ある日、ぼくは公園で「旅する
オオハクチョウ」に出会った。
彼はハクチョウ座にめぐりあう
ために旅をしているのだと言う。
空にかがやく星座たちと地上の
動物たちとのふしぎな出会いの
物語。

はじめての老いさいごの老い　　　　　　　　　　   立松和平
トリプルＡ《上下》ー小説格付会社ー　　　　　　   黒木　亮
ハンカチでつくるこども服ー for Boys and Girls ー　  弘茂昭子
月の恋人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   道尾秀介
夜行観覧車　　　　　　　　　　　　　　　　　　   湊かなえ

てんぐのきのかくれが　　　　　　　　　　   　　　青山邦彦
おっとっと　　　　　　　　　　　　　　　　　　   高畠　純
ＳＬれっしゃだいさくせん　　　　　　　　　　 　  横溝英一
川のカエルと生きものたち　　　　　　　　　　　   松橋利光
まるまるまるのほん　　　　　　　　　　   エルヴェ・テュレ

【一般書】

【児童書】

イソップものがたり　ライオンとねずみ　
ジェリー・ピンクニー

愛嬌のあるライオンの表情がとても気に
なる絵本。パラパラとページをめくると
全ページに物語の文章がない。これは、
誰もが知っているイソップ童話の「絵」
だけというインパクト大の絵本である。
読み手の想像力や表現力で内容に厚みも増してきて、１人１人オリジナ
ルの物語ができそうである。親子での読み聞かせをはじめ、大人こそ絵
本を！と楽しめる１冊。

　　　　　　　　　　★ 2010 年は国民読書年★
　読書は人生をより深く、より豊かに生きる力を身につけるために欠く
ことのできないものとして、平成 20 年に国会決議されました。

広報みなまた2010.7.125



26

水
俣
に
こ
の

　
　
　
　あ
り

　
　35

人人

花

　❾
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
「
実
が
な
る

竹
」
を
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
竹
林
園
に
見
に
行
き

ま
し
た
。
け
っ
こ
う
広
い
竹
林
園
、ど
こ
に「
実

が
な
る
竹
」
が
あ
る
の
か
ち
ょ
っ
と
不
安
で
し

た
が
、
入
口
か
ら
ず
っ
と
赤
い
矢
印
の
誘
導
表

示
が
あ
り
、
親
切
な
道
し
る
べ
の
お
か
げ
で
す

ぐ
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
竹
の

前
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
見
学
に
訪
れ
た
方

に
、
竹
の
実
な
ど
に
つ
い
て
説
明
中
で
し
た
。

こ
れ
ま
た
丁
寧
な
応
対
に
、
聞
い
て
い
て
心
が

な
ご
み
ま
し
た
。
聞
け
ば
、
鹿
児
島
県
や
福

岡
県
な
ど
、
遠
方
か
ら
も
こ
の
竹
の
実
を
見

学
に
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
48
年
に
一
度
だ
け
と
い
う
こ
の
機
会
、「
自

分
の
目
で
実
物
を
見
た
い
」
と
い
う
好
奇
心
に

は
、
や
は
り
勝
て
ま
せ
ん
よ
ね
。

　竹
林
園
内
の
池
に
は
鴨
も
い
て
、
子
ど
も

た
ち
が
興
味
深
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。
芝

生
も
広
い
し
、
晴
れ
た
と
き
に
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク

す
る
の
も
気
持
ち
よ
さ
そ
う
だ
な
ぁ
。
お
金
も

か
か
ら
な
い
し
。

地元食材を使った味の達人

かっさい市場のみなさん
（葛渡）

地元食材を使った味の達人

かっさい市場のみなさん
（葛渡）

ペットペット

ウチの子自慢ウチの子自慢
編
集
後
記

編
集
後
記

広
報
み
な
ま
た
　
2010年

（
平
成
22年

）
7月
1日
号

●
編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
〒
867-8555

熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
-１
-１
☎
0966-61-1655

●
印
刷
　
旭
印
刷
株
式
会
社

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.m
inam

atacity.jp/

人が行きかい、ぬくもりと活力ある「環境モデル都市みなまた」

　か
っ
さ
い
市
場
は
、
葛
彩
館
（
葛
渡
）

隣
り
に
開
設
さ
れ
た
季
節
の
野
菜
や
果
物
、

惣
菜
を
扱
っ
た
地
元
農
産
物
の
直
売
所
で

す
。
毎
週
日
曜
と
水
曜
の
朝
８
時
か
ら
開

か
れ
、
地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
わ
ざ
わ

ざ
遠
方
か
ら
市
場
目
当
て
に
こ
ら
れ
る
方

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
市
場
で
、
地

元
の
旬
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
惣
菜
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。

　作
ら
れ
て
い
る
の
は
、
炊
き
込
み
弁
当

を
始
め
、
お
に
し
め
、
巻
き
寿
司
、
が
ね

あ
げ
（
細
く
切
っ
て
揚
げ
た
芋
の
天
ぷ
ら
。

蟹
に
似
て
い
る
の
で
「
が
ね
あ
げ
」
）
、

万
十
、
だ
ん
ご
等
。
季
節
に
よ
っ
て
、
食

材
や
メ
ニ
ュ
ー
も
変
わ
り
ま
す
。

　地
元
農
産
物
の
惣
菜
づ
く
り
を
始
め
た

の
は
、
平
成
19
年
の
秋
に
作
業
場
が
で
き
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
通
し
て
、
か

っ
さ
い
市
場
を
盛
り
上
げ
た
い
思
い
か
ら
。

「
始
め
た
当
初
は
地
元
食
材
の
入
手
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
季
節
の
野
菜
に

米
、
小
麦
粉
、
も
ち
米
等
様
々
な
食
材
が

手
に
入
り
ま
す
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　市
場
が
あ
る
日
は
早
朝
４
時
か
ら
の
作

業
で
す
が
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
次
々
と
惣

菜
が
仕
上
が
り
、
７
時
前
に
は
店
頭
に
並

び
ま
す
。
水
曜
の
朝
は
、
一
番
人
気
の
炊

き
込
み
弁
当
購
入
の
た
め
、
通
勤
前
の
車

の
行
列
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
。
で

も
雨
の
日
や
雪
の
日
は
お
客
さ
ん
が
少
な

く
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
惣
菜
が
残
る
こ
と

も
。　将

来
の
目
標
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
世
帯
へ
の
弁
当
配
達
で
す
。
で
も
、
人

手
が
足
り
ず
、
ま
た
山
間
の
住
宅
は
配
達

も
大
変
で
衛
生
上
の
問
題
等
も
あ
り
、
実

現
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
と
の
こ
と
。

　今
の
季
節
は
、
自
家
製
そ
ら
豆
餡
子
の

特
製
だ
ん
ご
と
万
十
、
青
じ
そ
の
葉
が
入

っ
た
巻
き
寿
司
等
が
お
す
す
め
で
す
。
か

っ
さ
い
市
場
へ
出
か
け
て
、
地
元
で
生
産

さ
れ
る
お
い
し
い
も
の
を
再
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
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土
日
祝
日
、平
日
の
17
時
15
分
以
降
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
61
ー
１
６
４
６・☎
63
ー
１
１
１
１

森さん家の

あずきくん　（♂・南福寺）

ワンパクでとても元気のいい子。
２匹の子犬がきてから、よく面倒
をみるようになりました。
これからもみんなと仲良くね！

よう!アニキぃ～
シビレるねえ♥

マ
タ
ヲ

写真左より矢田順子さん、吉海ヒロコさん、森山夏代さん
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